
４－１．男女比 ４－２．年齢別件数

４－３．岡山県施設別治療件数割合

４－４．総合ステージ割合〈UICC第8版〉

４－５．治療別割合

４－６．手術内訳

４．部位別 《胃》

＊岡山済生会外来センター病院で行った薬物療法は含みません。
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胃がんは検診などで早期に発見されて治療につながるケースが増加しています。従って、半数程度は内視鏡で
治療を行っているというのが特徴的です。内視鏡手術でも外科的手術でも、術後には、管理栄養士をはじめと
した多職種からなる栄養管理の専門サポートチームが手厚くサポートいたします。
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＊登録件数２ケタのみ表示しています。

59.5% 34.3% 6.2%

＊分類方法:癌腫のみ（国立がん研究センター 院内がん登録全国集計 病期分類対象コードに準じています。）
＊症例区分:「自施設初回治療開始」
＊岡山県:2023年症例のデータ提出を行っている全施設（15施設）を集計しています。
【出典】 国立がん研究センターがん情報サービス「院内がん登録全国集計」,https://jhcr-cs.ganjoho.jp/hbcrtables/,（参照 2025-03-05）

＊手術で切除したがんの組織診断から判定した術後病理学的ステージを
最優先したステージ。手術がなされない等の理由で判定できない症例は、
画像診断等によって判定したステージを用いました。
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